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エゾアワピの生殖巣成熟について

第 1報松前・礼文両地における生殖巣成熟の比較

八幡剛浩*.高野和則'

On七heMaturation of the Gonad of the Abalone， Haliotis disCU8加処仰4

1. A comparison of the gonadal maturation of the abalones企om

Matsumae and Rebun in Hokkaido 

Takehlro YAHATA and Kazunori TAKANO 

Abstract 

The的乱.10ne，Haliotis disc旬shaw捕ら W制 recently tranaplanted from 
Ma.tsum帥 toRebun on the north coωもofthe Uchiura J3ay in Hokkaido (Te:x:も-
fig. 1). A comp晶risonbetween the aba10nes from th白色wop1品切畑 samp1edfrom 
May 1968 to Febru晶.ry1970， was made on the proc開 8of histological ma品目的ion
of the gon晶d，theもimeof breeding and the relative ra.tio of the heights ofもhe
gonad toもhe1ength of the shell (the gonad-inde:x:). 

No differences were detectab1e betw回 nもhe油晶.Ione自 ofthetwo p1品関白 inhisto-
logiω.I fi♂11'68 of the gonad in every matura品ion晶.Istages. In the晶balonesfrom 
Rebun，ぬegonad-indie明 ofboth the ov晶守晶ndthe testis were晶 1i悦.1e1arger 
th晶n inもhosefrom Matsum帥 (Text-貧g.3). Actual br田 dingof the abalone w副

histologically presumed to be ca宵 ied01北 duringthe period from Augus色toearly 
September in Rebun and from September to e晶dyOctober in M抗日umae(Te幼 -fig.
2). 

A possible occu町 'enωofna加 ra.1breeding of the晶，ba10ne in Rebun wω 
demonatrated from histologi伺 1Bぬndpointby the' pre唱entstudy. 

緒言

貝類の培殖を図るためには，当該種の生殖巣成熟の実態を把握する ζ とが不可欠な条件であるが，

生殖巣成熟を正確に判定する ζ とは種類によっては必ずしも容易でない。とれまでも熟度判別法とし

てきまぎまな試みがなされているが，一般に組織学的仕方法を用いる乙とが最も有効であると考えら

れる。有用貝類の中でも重要な地位を占めるアワピK関しては，従来，解剖学，生態学，増殖学的な見

地から多くの研究がなされている (Palmer，1907;猪野， 1953， 1966; B∞lβotian， 1962;酒井， 1962; 

Leighton & Boolooti叩， 1963;小竹， 1965;斎藤， 1弼9;斎藤・元谷， 1969;斎藤ら 1969)。しかしア

ワピ類の生殖巣成熟K関する組織学的研究は少佐く，斎藤(1963)，富田 (1967，1968)によるエゾアワ

ピについての報告をみるのみである。

近年，北海道において従来アワピが生息していなかった海域へのエゾアワピの移植が積極的犯行な

われてきた。とのよろな移植先の漁場における本種の生殖巣成熟の実態を知るととは，移植効果を検

*北海道大学水産学部淡水増殖掌講座 (μboratory 01 Fresh-Water Fish-Culture， Faculty 01 
Fiぬerill8， Ho枇aidoUni.ψer，必ty)
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討する上で重要であるのみならず，生殖巣成熟に関与する要因を解明するための一助ともなる。著者

らは 1968年 5月から 1970年 2月にかけて，エゾアワビ種苗の供給地である渡島支庁松前町と，移

植先の胆振支庁豊浦町礼文の両海域における本種の生殖巣成熟過程を比較検討する機会を得たので，

その結果を報告する。

稿を進めるに先立ち，本研究K対し御指導御助言を賜った北海道大学山本喜一郎教授ならびに終始

御助力を頂いた北海道立函館水産試験場増殖部々長結城了伍博士，同斎藤勝男氏に深謝する。また，

材料採集Iζ多大の便宜を与えられた松前漁業協同組合，豊浦漁業協同組合礼文支所の名位K厚くお礼

申し上げる。本研究の費用の一部は北海道科学研究費によった ζ とを記して謝意を表する。

材料および方法

本研究K用いたエゾアワピ (Haliotisdiscus hannai)は1968年 5月から 1970年 2月まで，津軽

海峡側松前および内浦湾内礼文 (Text-fig.1)において， 6月から 10月にかけてはほ Y毎月，他の月

は随時採集したものである。

..，0 魁品

v 

' 

官 B00 000 

Text-figure 1. Map of Southern Hokkaido showing色heloc前ionof sampling B凶，ions

生殖巣指数は，生殖巣組織の分布する肝臓角状部中央部における生殖巣の最も厚い部分の，殻長に

対する百分比，すなわち次式で表わした。

生殖巣の厚き (mm)
生殖巣指数= ← ー' ‘ x 100 

生殖巣の組織学的研究には肝臓角状部中央部を生殖巣共横断して得た切断片をBouin氏液，海水稀

釈 10%フォルマリン又はRegaud氏液で固定， 5-7μのパラフィン切片とし， Delafieldのhemaω翠y-

lin-ωsin， Heidenhainのiron-hem仙沼ylin-lightgreen又はGomoriの aldehyde-fuchsin(AF)染色

を施した。その他脂質検出には生殖巣片をカーボワックス包埋後 10-15μ の切片として SudanIII 

あるいは SudanBlack B 染色を，又多糖類検出にはパラフィン切片について Periodicacid-Sch凶
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(PAS)反応を行なった。

生殖巣の熟度区分は富田 (1967，1968)に準じた。

結 果

松前産エゾアワピ

松前産エゾアワピの生殖巣の熟度および生殖巣指数の周年変化はそれぞれ Text-fig.2および 3に

示したとおりである。

4月末以降生殖巣は急速に成熟を始め， 5月から 6月にかけて前成熟期へ， 6月末から 7月初めには

成熟期へと進む。前成熟期に入ると生殖巣は厚みを増し，卵巣が特徴的伝緑色を呈するのに対して精

巣は乳白色ないし黄色を呈する ζ とにより雌雄が容易に識別されるようになる。乙の期の卵巣では第

一次卵黄球期の卵が優占的であり (Fig.l)，精巣内では第一次精母細胞の分裂による第二次精母細胞

への移行が見られる (Fig.2)。生殖巣指数も 5月末の雌平均0ふ雄平均1.3から 6月末には雌平均

2.1，雄平均 2.0と大巾な増加を示す。他方，成熟期の個体は第二次卵黄球期卵に代表される卵巣

(Fig.3)あるいは第二次精母細胞から精細胞を経て精子変態が開始される時期の精巣 (Fig.4) を有

している。生殖巣指数は雌で平均 2.5，雄で同じく 2.8である。その後，生殖巣は更に発達を続け 7

月末から 8月にかけて放卵・放精期へと進行する。 ζの期の生殖巣は一年のうちで最も大きし生殖

巣指数も雌で平均 3.0，雄で同 3.4と最大値を示している。卵巣では成熟卵が卵巣腔内に蓄積され

(Fig. 5)，精巣では多くの精子が精巣腔11:.密集し (Fig.6)，それぞれ放卵，放精を待つばかりとなっ

ている。産卵は年により多少変動するが，放卵・放精終期の個体の出現時期から見て 9月の中旬から

下旬lζかげて，遅くとも 10月初めまでに行伝われるものと考えられる。放卵・放精後，生殖巣指数

は著しく減少する。放卵終期 (Fig.7)，放精終期 (Fig.8)の生殖巣内部には未放出の卵細胞および精

子が相当量残存しているが， ζれらは生殖巣内で次第に崩壊する。又来放出卵の一部はその周辺の組

織と共に卵巣に接する肝臓組織中に焔入し，その中で崩壊，吸収される (Figs.11回 d12)。 ζの時期

の生殖巣指数は1.0以下となり，外見上雌雄を識別することはほとんど困難となる。 ζの期は 12月

まで続く。 12月末から 4月末まで生殖巣は回復期にある。 ζの期の卵巣は卵原細胞から泊球期まで

の卵母細胞で占められ (Fig.9)，精巣は精原細胞および第一次精母細胞を有している (Fig.10)。生殖

巣指数は漸増するが雌雄共平均 0.8であり1.0を越えるには至っていない。

礼女産ヱゾアワビ

礼文産エゾアワピの熟度および生殖巣指数の周年変化はそれぞれ Text-fig.2および 311:.示してあ

る。

6月Iとは雌雄共，前成熟期の状態の生殖巣を有している。生殖巣指数は雌で平均 2ふ雄で平均1.8

である。その後生殖巣は著しく厚きを増し，7月末には既に成熟期を経て放卵・放精期に入る。生殖巣

指数は松前産アワピより高く，雌で平均 3.7，維で同 3.4を示す。産卵の時期は，礼文においても年tと

より幾分変動するが，一般に 8月から 9月初めであると推察きれる。その後放卵・放精終期に入り生

殖巣は急激に厚みを減じ，生殖巣指数も 10月で雌雄共平均1.4と侭減している。外見上， ζの期の生殖

巣の表面にはしわが見られるととが多い。生殖巣指数はその後も減少を続け， 回復期lζ移行する 12

月までに雌雄共平均1.0以下となる。回復期K入る時期には， とりわけ雄において年によりずれが見

られ， 1968年には 12月のほとんど全個体が回復期へ移行していたにもかかわらず， 1970年2月Kは

全観察例共多かれ少なかれ未放出精子を有する放精終期あるいは回復期への過渡期にあった。回復期

の生殖巣内では，次の成熟に備えて再び生殖細胞が増加する。すなわち，卵巣においては卵原細胞か

ら泊球期の卵母細胞までの生殖細胞が，精巣においては精原細胞および第一次精母細胞がそれぞれ増
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1970] 八幡・高野:松前および礼文におけるエゾアワピの性成熟

え，ぞれに伴って生殖巣指数も漸増を示す。

考察

アワピの成長が水温などの外部環境要因の影響を強く受ける ζ とはよく知ちれている(斎藤， 1963， 

1969 ;斎藤・元谷， 1969)。本研究材料の採集地である豊浦町礼文でのエゾアワピの成長速度は， 閉

じく松前でのそれに比べて極めて早く，特に地元で繁殖した貝の成長が著しく早く，三陸沿岸のそれ

に匹敵するという{結城ら， 1969)。松前は対島暖流の影響を強く受ける北海道南西端に位置し，他

方礼文は内浦湾北岸lとあって主として寒流系の影響下にある。しかし，礼文に隣接する有珠湾口の年

間水温の推移は，日本海側江差町沿岸のそれと大差がないと ζろから，結城ら (1969) は両海域での

エゾアワピの成長の相違の因を餌料藻類の量的な差と，競争生物であるウニの生息密度の違いに求め

ている。特にワカメに加えマコンブ，チガイソなどが豊富に生育している ζ とは， アワピの成長度が

褐藻を摂餌した場合t己最も高いという事実(酒井， 1962; Leighton & Boolooti叩， 1963;小竹， 1965)

からも ζれらの海藻の豊富な礼文はアワピの成長に優れた環境条件を具備しているものと恩われる。

本研究の材料IC供したエゾアワピ成貝は，年令は査定きれなかったが，松前産50.3-88.9mm，平

均 68.7mm礼文産 75.0-120.4mm，平均94.9mmと殻長において礼文産のものが遥かに大型である。

ぞれにもかかわらず，前IC述べたとおり生殖巣の成熟過程IC関しては両地先で大きな差は認められな

い。生殖巣は 4月末から 5月にかけて成長を開始し， 6月末から 7月初めには成熟期1<::達する。その

後，礼文，松前共7月iとは放卵・放精可能な個体が見られ，放卵・放精期は礼文では 9月上旬，松前

では 10月上旬まで続く。放卵・放精終期の個体が現われる時期は礼文の8月下旬から 9月上旬K対し，

松前では 9月中旬から 10月初旬とほぼ 1ヶ月の開きが見られる。 ζの差は両地先における実際の産

卵期の相違を暗示している。アワピの産卵は平均水温が 200 Cを切った時に行なわれる ζ とが知られ

ており(猪野， 1953;斎藤， 1963;富田， 1967)，今回の両地における産卵期のずれも産卵場での水温降

下時の違いによりもたらされる可能性があるが，先にも述べたようt乙少くとも松前および礼文近隣

での沿岸水温に著しい差が認められないととかち，現段階では水温の要因から ζれを説明するととは

難かしい。今後の生態学的見地からの解明に待たねばとzらない。組織学的にみたエゾアワピの放卵・

放精期に関しては，富田(1967，1968) Iとより礼文島では 8月下句から 9月上旬である ζ とが報告され

ており，今回観察された両海域での放卵・放精期は上記海域におけるより早く始まり長期にわたる傾

向が見られる。いずれにしても本研究結果から，従来アワピが生息、していなかった礼文で移植貝が繁

殖しているという結城ら(1969)の調査結果が直接組織学的に証明され， その生殖周期がほぼ明らか

にされた。更に本研究tとより礼文地区のアワピが松前のものに比べて高い生殖巣指数を示す ζとが明

らかにされたがζのζ とは先に結城ら (1969)により確かめられたように礼文地区のものが遥かに成

長速度が早い乙とと共1<::，アワピ生息環境としての同地区の優越性を示唆している。

斧足類の産卵は，同属においても環境によってその様式を異にすることが知られており，アサリ，

カキ，ホタテ，ウバガイなどで年1回産卵(山本， 1956;L∞組noff，1962;山本， 1943;高橋・高野，

1970 ;高橋・山本， 1970) と年2国産卵(高， 1957;澄川， 1963; L∞S阻 0払 1942;Mason， 1958; 

Ropes， 1968)が報告されている。同様の事実は腹足類のアワピでも見られ， Bool∞tian et 01. (1962) 

はその繁殖様式を産卵時期に基いて(1)周年繁殖， (2)冬期繁殖， (3)夏期繁殖の 3型iζ分けている。

エゾアワピは本研究を含めた多くの研究結来(猪野， 1953， 1966 ;斎藤， 1963;富田， 1967， 1968) か

ら明らかなように，H. cracheroidii (Bool∞>tian et al.， 1962; Webber & G問。 1969)同様秋の

初めに産卵が行なわれる夏期繁殖型に属する。

産卵後の未放出卵の運命については斧足類のカキ (L∞関noff，1962; Kennedy & Ba悦le，1964)，カ

モメガイ (Allen，1969)ウバガイ{高橋・山本， 1970)で喰細胞による崩壊，吸収が報告会れており，
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腹足類でもイポニシで喰細胞の存在が認められている(今ら， 1966)。本種においても既に富田(1967)

が述べていると同様な喰細胞が，退縮の進んだ 10-12月の生殖巣で多数観察された。更に本研究で

は 9月の放卵後聞もない個体で未放出卵の一部が生殖巣に隣接する肝臓組織内へ入り込んでいる像

がしばしば見出された。残存卵の崩壊，吸収K肝臓組織がどのように関与しているかというととは今

後に残された興味深い問題である。一方，宋放出精子は卵!C比べてかなり長期間精巣内に残留してい

る。とれは精子が卵に比べて喰細胞による崩壊，吸収を受け難いことによると思われるが， 乙れらの

吸収過程に関しては生殖巣の成熟K関与している体細抱要素の形態ならびにその機能の問題と併せて

更に今後の研究が必要である。

小竹 (1965)はクロアワピで冬期に性転換の見られる ζとを報告しているが，今回の観察ではそのよ

うな現象は認められなかった。

要約

1968年5月から 1970年2月まで，北海道松前と同内浦湾内礼文から採集したエゾアワピ Haliotis

discus hannaiの生殖巣について組織学的研究を行ない次の結果を得た。

1. 生殖巣の成熟過程K関しては両地聞に著しい差は見られなかった。

2. 放卵・放精期は松前で7月末から 10月初旬，礼文では 7月末から 9月初旬であり，放卵・放

精終期個体出現時期から推定される産卵期は松前で9月中旬から 10月初旬，干し文では8月から 9月初

句である。

3. 礼文産アワピの生殖巣指数は松前産のそれより高かった。

4. 従来アワピが生息していなかった礼文における移植貝の繁殖の事実を組織学的に示し得た。
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Explanation of Plates 

PLATE 1 

All fi伊E倒畠aephotomicrogr品，phsobtained from自ectionsof the go帥 dsin various 
matur抗ionalstag，倒。ollecもedin M抗sum腕. Figs. 1--4 and 6， fixed in Bouin's fluid and 
stained Heidenh品，in'shem乱to勾rlin晶.ndlight green; Fig. 5，貧xedin Bouin'日姐uid and 
Delafield's hematoxylin阻 deosin 

Fig. 1. Ovary in the premature sぬ，gecollec色edon June '68， x 60 

Fig.2. Tes陶 in色hepremature飾品gecollec色。donthes晶metime舗 Fig.l，X60 

Fig. 3. Ovary in the mature stage宣xedon July '68， X 60 

Fig. 4. Testis in the mature stage fi:xed on the s晶metim自制 Fig.3， x60 

Fig.5. Ov晶，ryin the sp晶wnings脇gepreserved on Sepもember'68， x25 

Fig. 6. Testis in the sp晶，wnings旬，gepreserved on the s晶metime ωFig.5， x60 



Bull. Fac. Fish.， Hokk乱idoUniv.， XXI， 3 PLATE 1 

YAHATA & TAKANO・ Maturationof the gonad of the abalone 



Bull. Fac. Fish.， Hokkaido Univ.， XXI， 3 PLATE II 

YAhATA位 TAKAr¥ () : i¥iaもuratloll01 the gonad 01" the abalone 



PLATE II 

Phoもomicrographsof secもionsofもhegonads in varioUB stages of m抗ur抗 ioncollecぬd
in Matsumae. Fig日. 7 晶nd 8， fi:x:ed in Bouin's fluid晶，ndstained wiもhHeidenhain's 
hematoxylin and light green; Figs. 9-12， fixed in Bouin's fluid姐.dDela.field's hematoxylin 
阻 dωsin

Fig. 7. Ovary inもhe自pentstage collecもedon Ocもober'68， X 60 

Fig.8. Tesもi日 in色hespen色stagecollected on December '69， X 60 

Fig. 9. Ovary in the recovery stage fixed on Febru晶，ry'69， x60 

Fig. 10. Testis in the recovery s勧gepreserved onもhe自ametime as Fig. 9， x 60 

Figs. 11 & 12. Degenerating oocyもesfound泊 hepatictissue. H， hepatic ti呂田ue，X 125 


	0193.tif
	0194.tif
	0195.tif
	0196.tif
	0197.tif
	0198.tif
	0199.tif
	0200.tif
	0201.jpg
	0202.jpg
	0203.tif

